
環境業務課　TEL21-1762　FAX21-1686　　廃棄物対策課　TEL21-1763　FAX28-2235問

持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals＝SDGs）とは、2015年9月の国連サミットで採択
された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2016年から2030年までの国際目標です。

災害後もあわててごみを道路に出すのではなく、
分別してから。一人ひとりの意識が大切です。

近年、巨大化する自然災害。今までの経験だけでは対処できないケースも多く、
普段の生活を取り戻すまでに必要な時間が長期化することも少なくありません。
少しでも早く元の生活に戻るため、普段からごみ分別の意識を高め、災害時にも
それを実践しましょう。日頃から不要なものを片づけたり、廃棄物を少なくする
工夫をするなど、今までの生活を見つめ直しましょう。

災害時も廃棄物の削減、再生利用及び
再利用で早期の復旧を目指そう

宮崎市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

つくる責任つかう責任
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災害時に作られた仮置
場の様子。敷地は広く、
車が通る道は幅2～3
メートルほど。ごみの
種類ごとにスペースが
設けられる。
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燃やせるごみ

災害時の片づけごみの　　　　分 別 法
ごみ分別アプリ
「さんあ～る」を
ご覧ください➡

●陶器　●ガラス
●金属類
● 家電リサイクル品
　以外の家電など。

●冷蔵庫 ●洗濯機
●テレビ ●エアコン
　など
「家電リサイクル券」を
郵便局などで購入する

縦・横・高さのいずれ
かが１メートル以上の
もの。

燃やせないごみ 家電リサイクル品 粗大ごみ

入口出口

燃やせるごみ

粗大ごみ

木 く ず

金 属

そ の 他

燃やせないごみコンクリートがら

家電リサイクル品

受付

環境業務課（TEL21-1762）にご連絡を。
収集日、収集場所は、後日連絡します。

分け方は通常ごみと同じ。45ℓ以下の無色透明袋
で（指定袋に入れる必要はありません）。
※資源物は通常の収集で出してください。
※簡易トイレ（P5）の汚物は「燃やせるごみ」に入れないでください。

特
集
１
｜
災
害
の
多
い
季
節
に
確
認
！

●汚れた衣類・紙類
　など。

仮置場のイメージ （広い空き地に設置されます）
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